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はじめに 
 

 高等学校における通級による指導は 2018 年度に制度化され，初年度は，45 都道府県 111 教室な

らびに５政令指定都市 12 教室（文部科学省，2018）で実施されています。 

 通級による指導は，特別の教育課程の編成により，「自立活動」にて実施されます。高等学校に

おける実施は始まったばかりであり，対象生徒の判断の手続きや個別の指導計画等の作成，実際の

指導内容等については，試行錯誤しながら，よりよいあり方が検討されていくものと思われます。 

この「サンプルパッケージ」は，高等学校の教員にとって馴染みの少ない自立活動について，イ

メージを持てるものを作りたいという考えから作成しています。 

 本編「準備編」は，「見立て」に関する資料を掲載しています。別編「ワークシート編」と共に

活用していただき，高等学校における通級による指導において参考としていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サンプルパッケージは，「準備編」と「ワークシート編」の２編からなっています。 

  「準備編」では主に，「見立て」（アセスメント～個別の指導計画・個別の教育支援計画の作成）に

関する様式や資料が載っています。 

  「ワークシート編」には，１単位時間 35 時間分のサンプルパッケージが載っています。 

  本編は「準備編」です！ 

 

 

  

「ワークシート編」（別編） 

 

「準備編」（本編） 

 

サンプルパッケージ２編について 

「準備編」「ワークシート編」 

岩手県立総合教育センターの Web ページよりダウンロードできます。 

http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/174cd/h30tyou.html 
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な表記にしています。ただし，法令等については，その表記に 

従って，漢字表記をしています。 
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通級による指導として実施される「自立活動」は，特別支援学校学習指導要領に示される特別の領

域です。そのねらいは，生徒の学習上，生活上の困難を改善・克服することにあります。 

本研究においては，自立活動の流れを，次のように示します。本編は「準備編」であり，いわゆる

「見立て」の中の「見る」に当たるアセスメント１・２並びに，「立てる」に当たる個別の教育支援

計画並びに個別の指導計画作成に関わる資料について，示していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位認定 
・成果が「個別の指導計画」

の目標から見て満足でき

ると認められる場合に

は，単位の修得が認定さ

れる 

評価 
・「個別の指導計画」の目標

に基づき，評価する 

 

自立活動の授業の流れ 

対象生徒選定 
「見る」…アセスメント１ 

・校内委員会での話し合い 

・決定までのプロセスを校内で確認 

・生徒の情報の整理 

例 １次チェックシート p.５～６の活用 

岩手県教育委員会（2018）， 

『高等学校における「通級による指導」

実施のための手引』 

http://www1.iwate-ed.jp/kenkyu/siry

ou/h29/h29_17_6_2.pdf 

通級指導前の合意形成 
「見る」…アセスメント２ 

①２次チェックシート p.７～９の活用 

②「学びの地図ＳＴＥＰシート」p.12 の活用 

③「自立に向けてのチェックシート」p.15～16 の活

用 

④諸検査の活用  

（例）厚生労働省一般職業適性検査（GATB）等 
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キャリア発達を支援する 

自立活動の実施 
・サンプルパッケージ「ワークシート編」を参考にしながら，個別の内

容を検討，実施する 

 

個別の教育支援計画 

個別の指導計画作成 
・サンプルパッケージ「準備編」（本編）を参考にしながら，作成する 

・アセスメント１，アセスメント２の内容を踏まえる 

・生徒の実態等に変化があった際には，加筆や訂正を行う 

 

指導計画 

シラバス 
p.48～50 

キャリア 

全体・年間計画 
p.46～47 

岩手県立総合教育センター（2008），

『特別支援学校キャリア教育推

進ガイドブック』 

http://www1.iwate-ed.jp/tant

ou/tokusi/jissenhen/jissen_0

1.pdf 

岩手県立総合教育センター（2009），

『個別の指導計画の作成と活用』

http://www1.iwate-ed.jp/tantou

/tokusi/text/h21_202.pdf 

岩手県教育委員会（2012）， 

『「個別の教育支援計画」の作成と

活用』 

http://www.pref.iwate.jp/dbps_

data/_material_/_files/000/000

/003/332/h24_kobetu-_kyouikush

ien.pdf 
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気になる児童生徒のチェックシート 

１次チェックシート 

「見る」…アセスメント１（対象生徒選定までのアセスメント） 



6 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
岩手県立総合教育センター（2016），『校内資源を活用した校内支援実践事例集』，pp.4-5 

チェックシートは，生徒の状況を客観的に把握するために役立ちます。諸検査等の実施には，本人

や保護者の同意を得る等，さまざまな調整が必要となるため，時間を要することが考えられます。そ

うした点からすると，教員による記入で行うチェックシートは取り組みやすいアセスメントツールと

言えます。本チェックシートは，対象生徒が決定するまでの，アセスメント１の過程で，必要に応じて用

います。 

チェックシートは，本編に掲載している１次チェックシートの他，２次チェックシートがあります。

より詳細に見ていくには次頁の２次チェックシートを追加して，活用することが望ましいです。 

「見る」…アセスメント１（対象生徒選定までのアセスメント） 
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岩手県立総合教育センター（2016），『校内資源を活用した校内支援実践事例集』，pp.6-8 

気になる児童生徒のチェックシート 

２次チェックシート チェックリストＡ 学習面 

「見る」…アセスメント２（通級指導前の合意形成に向けたアセスメント） 
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岩手県立総合教育センター（2016），『校内資源を活用した校内支援実践事例集』，pp.6-8 

気になる児童生徒のチェックシート 

２次チェックシート チェックリストＢ 行動面（「不注意」「多動性-衝動性」） 

「見る」…アセスメント２（通級指導前の合意形成に向けたアセスメント） 
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岩手県立総合教育センター（2016），『校内資源を活用した校内支援実践事例集』，pp.6-8 

気になる児童生徒のチェックシート 

２次チェックシート チェックリストＣ 行動面（対人関係やこだわり等） 

「見る」…アセスメント２（通級指導前の合意形成に向けたアセスメント） 
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  Ｗ高等学校の教先生は，初めて，通級による指導の対象生徒のクラス担任になりました。 

教先生は，通級による指導について，本を読んでみましたが，あまりよく分からないところも 

あります。 

  そこで，通級による指導を担当する育子先生に，いろいろと聞いてみることにしました。 

    

               教先生        育子先生 

高等学校における通級による指導について 

通級による指導・制度化の経緯 

Q＆A 

そうなんです。 

2007 年に特別支援教育がスタート。2009 年の高等学校ワーキンググループ

の報告を経て，2012 年の「インクルーシブ教育システム構築のための特別支援

教育の推進（報告）で，自立と社会参加を見据えた「多様な学びの場」の用意

が考え方が示されました。これらを背景にして，高等学校における通級による

指導は 2016 年度に制度化され，2018 年度から実施となっています。 

 

 その通級による指導が，2018 年度から高校でスタートしたんですよね?！ 

 

あらためてですが，通級による指導について，教えてください。 

 

分かりました！ 

通級による指導は，大部分の授業を通常の学級で受けながら，一部の授業に

ついて，特別の指導を受ける指導形態で，特別支援学校学習指導要領に示され

る「自立活動」に相当する授業を行います。自立活動は，障がいによる学習上

または生活上の困難を改善し，又は克服するための指導です。 

文部科学省編著（2018），『障害に応じた通級による指導の手引き 解説とＱ＆Ａ』を参考に作成 
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  「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ」（2016）では，「学びの地図」として，次の 

ことが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   この内容に基づいて作成したものが，右の「学びの地図ＳＴＥＰシート」です。これは，指導担当

教員が生徒や保護者から，通級による指導における学びについての思いを聞き取ることを想定した聞

き取りシートです。聞き取りの場は，通級による指導が始まる前の三者面談等を想定しています。 

「学びの地図ＳＴＥＰシート」を用いた聞き取りは，通級による指導担当教員と生徒ならびに保護

者の「目指す姿の共有」に役立ちます。また，その内容は個別の教育支援計画ならびに個別の指導計

画作成に生かすことができます。本編における，アセスメント２（p.３）の過程の役割を果たすものです。 

 生徒の実態によっては，通級による指導を受講することになってもなお，自己理解が不足しているケ

ースがあるものと考えられます。本シートの活用は，聞き取りや会話をしながら，生徒が自己理解を深

めていく機会にもなると考えられます。また，通級による指導が始まる前のレディネスとしても用いる

ことができます。 

 

 

 中央教育審議会（2016），『次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ』 

個別の教育支援計画 

個別の指導計画 

作成 「目指す姿の共有」 

「学びの地図 STEP シート」の 

作成について 

「見る」…アセスメント２（通級指導前の合意形成に向けたアセスメント） 

①「何ができるようになるか」 

②「何を学びたいか」 

③「どのように学ぶか」 

④子ども一人一人の発達をどのように支援

するか 

⑤何が身に付いたか 

⑥実施するには何が必要か 
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記入日    ／     ，    ／ 

       ／     ，    ／ 

 

 

 

 

何を学びたいか どのように学びたいか 何ができるようになりたいか 

どのような手助けが欲しいか 

高校卒業までに何を身に付けたいか 

学びの地図 

STEP シート 

「見る」…アセスメント２（通級指導前の合意形成に向けたアセスメント） 

高校卒業までに目指したい姿に向けての課題（困難さ） 

 

高校卒業までに目指したい姿 

 

年   組  氏名 

（    ）年後に目指したい姿 

記入者 
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例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの地図 STEP シート 

ミニ版 

 

 
 

 

「社会人になる心構え」の授業で，入社から夏ごろまでの短い期間での目指す姿を考え，それに向

けた課題を考えていく学習です。より就職に特化した形に内容を変更しています。 

授業で使える学びの地図ＳＴＥＰシート ミニ版 

「学びの地図ＳＴＥＰシート」ミニ版です。これは，自立活動において，生徒が，学びについての

動機付けをしたり，学んだことについて意味付けしたりしていく学習の中で，活用することができま

す。ミニ版は，ＳＴＥＰの数を減らしたり，入社から夏まで……というような範囲を指定したりして

いるため，授業の中でも取り組みやすい内容になっています。 

「学びの地図ＳＴＥＰシート」ミニ版の詳細については，別編の「ワークシート編」をご覧くださ

い。 

初回の「オリエンテーション」の授業で，授業開始前に三者面談等

で行った学びの地図ＳＴＥＰシートの内容を確認しつつ，授業におけ

る学びを確認していく学習です。３ステップになっています。 
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例３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１年間のまとめ」の授業で，振り返りとしての学習です。 

各項目について，評価と感想を書き込む様式になっています。 

卒業後の目指したい姿について考え，それに向けた課題を考

える学習です。授業最後の学びとして，あえて宿題として実施

することで，自律的に取り組む姿勢を促す機会を作っています。 

３ステップ程度のミニ版にす

ることで，取組時間が短くなる

等，授業内で取組がしやすくな

ります。 

生徒の実態によっては，三者

面談時と同様に，聞き取りなが

ら教員が記入することもＯＫ

です。その時々の生徒の実態や

目標の設定に応じて，取組方を

変更して下さい。 

 

 

授業で使える学びの地図ＳＴＥＰシート ミニ版 

同じ場で同じ時間に複数の

生徒が学ぶ場合，取組の個人

差を想定して，実施してくだ

さい。 

必要に応じて，語句等は変更

して使用して下さい。 
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  これは，自立に向けての具体的な内容について，本人が記入するチェックシートです。年間を通 

じて数回のチェックを行うことを想定しています。 

「自立に向けてのチェックシート」は，就職に向けた自分の現状や成長についての自己理解を図る

ことを目的としています。活用するタイミングは様々ですが，年度当初の通級による指導がスター

トする前に行うことで，いわゆるアセスメントとしても活用することができ，個別の指導計画等の

作成に役立てることができます。本編におけるアセスメント２の過程の役割を果たすものです。 

 

 

 

○日常生活    

 項目 １回目 

  ／ 

２回目 

  ／ 

３回目 

  ／ 

１ 決まった時間に一人で起きる    

２ バランスのよい食事をとる    

３ スーパー，病院等を一人で利用する    

４ 場に応じた身だしなみをする    

５ 体調不良の時に，必要な対処をする    

６ 小遣いを計画的に使ったり，貯蓄したりする    

７ 公共交通機関（電車・バス等）を一人で利用する    

８ 机上，ロッカー等の整理整頓をする    

合計    

 

○自己理解 

 項目 １回目 

  ／ 

２回目 

  ／ 

３回目 

  ／ 

１ 自分の長所が分かる    

２  自分の苦手なことが分かる    

３ 自信を持ってできることがある    

４ できないことがあれば，援助を求めることができる    

合計    

 

○コミュニケーション 

 項目 １回目 

  ／ 

２回目 

  ／ 

３回目 

  ／ 

１ 自分からあいさつする    

２ 分からない時に質問したり，確認したりする    

３ 作業終了等の報告や連絡をする    

４ 目上の人と丁寧な言葉遣いで会話する    

合計    

自立に向けてのチェックシート 生徒用 

できる，いつも行っている・・３  時々できる，時々行っている・・２  できない，行っていない・・１ 

「見る」…アセスメント２（通級指導前の合意形成に向けたアセスメント） 
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○作業 

 項目 １回目 

  ／ 

２回目 

  ／ 

３回目 

  ／ 

１ １日８時間，軽作業等で働く体力がある    

２ 始業・終業などの決まった時間を守る    

３  １回の説明で理解する    

４ 危険な状況や禁止事項が分かり，ルールを守る    

５ 器用に作業をする 

（三つ折り，新聞紙束ね，糸通し等） 

   

６ 作業を中断したりせず，集中して取り組む    

７ 人がしていない仕事を探して取り組む    

８ 人と共同作業をする    

合計    

 

○就労意欲 

 項目 １回目 

  ／ 

２回目 

  ／ 

３回目 

  ／ 

１ 卒業後，就職したいと思う    

２ 仕事について，よりよくするための方法を考えた

り，練習したりする 

   

３  気分が乗らなくてもやり遂げる    

４ 気持ちを安定させて作業する    

合計    

 

○総計 

 １回目 

／ 

２回目 

／ 

３回目 

／ 

日常生活    

自己理解    

コミュニケーション    

作業    

就労意欲    

総計    

 

 １回目 ２回目 ３回目 

 

書いてみて 

気付いたこと 

／その他 

 

   

厚生労働省（2006），『就労移行支援のためのチェックリスト』並びに 

京都教育大学（2014），『発達障害等に関する専門性向上ガイドブック 高等学校 vol2～徳島県立みなと

高等学園「就労に関する自分発見チェックリスト」～』を参考に作成 

「見る」…アセスメント２（対象生徒決定後に行うさらに詳しいアセスメント） 
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岩手県教育委員会（2018），『高等学校における「通級による指導」実施のための手引』  

「見る」…アセスメント２（対象生徒決定後に行うさらに詳しいアセスメント） 
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岩手県教育委員会（2018），『高等学校における「通級による指導」実施のための手引』 

「立てる」…個別の指導計画を立てる 
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「立てる」…個別の教育支援計画を立てる 
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「立てる」…個別の教育支援計画を立てる 
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文部科学省（2018），『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編』を参考に作成 

６区分 27 項目にどんなものがあるかを，教えてください。 

個別の指導計画に，指導内容を載せるんですね。 

具体的にはどんなことを載せるんですか？ 

自立活動を行うに当たっては，６区分 27 項目（文部科学省（2018），「新特

別支援学校教育要領・学習指導要領」）から必要な項目を選定し，それらを相

互に関連付けて，内容を設定していきます。そこで，個別の指導計画に載せ

る内容は，実態・目標・選定した項目等になります。 

例えば，読むこと書くことに困難さのある生徒には，「健康の保持」の中の

自己の特性の理解と生活環境の調整に関する項目や，「環境の把握」の中の感

覚や認知の特性についての項目を組み合わせた指導をすること等が考えられ

ます。 

高校において自立活動は初めての取組となるため，イメージが湧きづらいで

すよね。自立活動は，個々の生徒の障がいの状態や困難さに即して行う指導で

す。そのため，個別の指導計画を作成し，個々の生徒の的確な把握に基づき，

自立に向けた指導すべき課題を明確にした上で，実施します。 

高等学校における通級による指導について 

自立活動 

Q＆A 

自立活動は，障がいによる学習上または生活上の困難を改善し，

又は，克服するための指導と教えていただきました。 

 自立活動の内容はどのようにに決めるのですか？ 

 わかりました！ 

 次頁に，６区分 27 項目を載せましたので，ご覧ください。 

 また，各区分と項目について，具体的なイメージが持てる資料を作成して

みましたので，p.25～43 も参考にしてみてくださいね。 
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区 分 項 目  
１ 
健康の保持 

（１） 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 
（２） 病気の状態の理解と生活管理に関すること 
（３） 身体各部の状態の理解と養護に関すること 
（４） 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること（৿設） 
（５） 健康状態の維持・改善に関すること 

 

２ 
心理的な安定 

（１） 情緒の安定に関すること 
（２） 状況の理解と変化への対応に関すること 
（３） 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に

関すること 

 

３ 
人間関係の 
形成 

（１） 他者とのかかわりの基礎に関すること 
（２） 他者の意図や感情の理解に関すること 
（３） 自己の理解と行動の調整に関すること 
（４） 集団への参加の基礎に関すること 

 
 

４ 
環境の把握 

（１） 保有する感覚の活用に関すること 
（２） 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 
（３） 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 
（４） 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況

に応じた行動に関すること 
（５） 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

 

５ 
身体の動き 

（１） 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 
（２） 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること 
（３） 日常生活に必要な基本動作に関すること 
（４） 身体の移動能力に関すること 
（５） 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

 
 

６ 
コミュニ 
ケーション 

（１） コミュニケーションの基礎的能力に関すること 
（２） 言語の受容と表出に関すること 
（３） 言語の形成と活用に関すること 
（４） コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 
（５） 状況に応じたコミュニケーションに関すること 

 
 

 

文部科学省（2018），『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編』を参考に作成 

 

 

 

 

自立活動の区分と項目 

ｐ.25〜 

ｐ.34〜 

ｐ.37〜 

ｐ.41〜 

６区分 27 項目の内容が分かりました。 

ありがとうございます！ 

ｐ.29〜 

ｐ.31〜 
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「学びの地図ＳＴＥＰシート」p.12 や 

「自立に向けてのチェックシート」pp.15～16 等から 

情報を整理して実態を把握 

課題を改善する方法を学ぶ 

自分の課題を 

具体的に把握する 

改善する方法の中でできそうなものについて試す 

課題に対して，状況に応じた対処ができる 

ＳＴＥＰ４ 

ＳＴＥＰ２ 

ＳＴＥＰ３ 

ＳＴＥＰ１ 

実 態 

ＳＴＥＰ５ 

課題に関する 

一般的な知識等を知る 

個別の指導計画作成に関わる参考資料 

 

自立活動の６内容，27 項目の中より，高校生に見られそうな課題について 

自立活動における段階（ＳＴＥＰ１～ＳＴＥＰ５）を p.24～42 で例示します。 

 

１ 健康の保持・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.25～ 

２ 心理的な安定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.29～ 

３ 人間関係の形成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.31～ 

４ 環境の把握・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.34～ 

５ 身体の動き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.37～ 

６ コミュニケーション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.41～ 

 

「立てる」…個別の指導計画を立てる 

 

留意事項 

・自己の困難さや課題に，主体的に取り組めるようにするためには，「気付き」が重要となり

ます。気付くこと，困難さや課題に向き合うことは苦しく大変な側面があるので，達成感や

成就感を感じられる機会を作るために，スモールステップの目標設定が大切です。 

・ステップ（段階）の例として，５段階を提示しましたが，生徒の状況によっては，さらに細

かなスモールステップを必要とする場合もあります。ステップは，上がるだけでなく，下が

ることも検討します。その際には，必要に応じて個別の指導計画の修正を検討します。 

・主体的に困難さに向き合い，自立に向かっていく姿勢を育てることを目指して，目標や内容

を設定するとよいです。 
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学びの地図ステップシート p.12 や自立に向けてのチェックシート p.15～16 等に 

よるアセスメント２の過程から実態把握 

実態把握より，１つ上の段階を選択 

ｐ.25～の「高等学校生徒の自立活動における段階の例」（ＳＴＥＰ１～ＳＴＥＰ５）等を参考 

・連絡等を聞き漏
らし，忘れ物をす
ることが多い。文
書を渡されても，
紛失したり，内容
を忘れてしまうこ
とがある。 
・本人は，忘れ物
をしないようにし
た い と 思 っ て い
る。 

どんな時に，どんなものを忘れてしまうことが多いか，忘れ物をしにくい時はあるか，等の自己の状況に気付く。 

健康の保持（４） 

自分の困難さに気付きつつある 

（実態把握） 

健康の保持（４） 

自分の課題を具体的に把握する 

（ＳＴＥＰ１の段階） 

個別の指導計画に関わる参考資料の 

実態把握と指導目標への参考の仕方 

具体例 

「立てる」…個別の指導計画を立てる 
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実態例 頻繁に欠食があり，摂っている食事についても極端な偏食で，食生活のバランスが悪い生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・昼夜逆転した生活をしている生徒 

・特定な食物や衣服に強いこだわりを示す生徒 

・整理・整頓の習慣が身に付いていない生徒 

・清潔や衛生を保つことの必要性を理解していない生徒 

他項目との関連例…３ 人間関係の形成，４ 環境の把握，６ コミュニケーション 等 

・自分の体調や変調をわからずに無理をしてしまう生徒 

・温度に適した衣服の調節を身に付ける必要のある生徒 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ 自分の食事の状況について，数日間，記録をとる等，把握する 

ＳＴＥＰ２  高校生が１日にとるべきエネルギーや栄養素について調べる 

ＳＴＥＰ３ 自分の食事と高校生の理想的な食事を比較して，自分の食事の状況を改善する 

ＳＴＥＰ４ 自分の食事の状況を改善するための方法を調べ，実行できそうなものを選んで試す 

ＳＴＥＰ５ 食事について心がけることが分かり，生活の状況に応じて，おおむね適切な食事をと

ることができる 

 実態例ならびに，他の実

態例は，『特別支援学校教育

要領・学習指導要領解説・

自立活動編』を参考にして

記載しています。 

ＳＴＥＰ１～ＳＴＥＰ５

は，段階の例として，作成

したものです。 

１ 健康の保持 

参考資料 １ 健康の保持 

（１）生活のリズムや生活習慣の形成に関すること

 （１） 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること  

（２） 病気の状態の理解と生活管理に関すること 

（３） 身体各部の状態の理解と養護に関すること 

（４） 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること（新設）  

（５） 健康状態の維持・改善に関すること  
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実態例 食事制限のある病気にかかっているが，隠れて好きなものを食べる等，病気につい

ての理解が不足している生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・精神性の疾患があり，食欲減退などの身体症状や意欲の減退などの症状が見られ 

る生徒 

・進行性疾患があり，病気を正しく理解する必要のある生徒 

・病気があり，生活のリズムの安定を図ることが必要な生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，６ コミュニケーション 等 

・病気について定期的な服薬の必要性について理解した方がよい生徒 

・自分の病状を他の人に適切に伝え援助を求めることが必要な生徒  

 

 

 

 

 

実態例 進行性の病気にかかっており，状況が変化していくが，病態の認識が不足している生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・病気により，全身の皮膚に強いかゆみが見られ，勉強に集中できない等，日常生活に支

障がある生徒 

・病気や事故等による身体の状態を理解する必要のある生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，６ コミュニケーション 等 

・病気の経過や進行の予防などを学習することが必要な生徒 

・病気の進行に伴い，場や状況に応じたコミュニケーションを学ぶことが必要な生徒 

ＳＴＥＰ１ 病気について学び，自分の病状について把握する 

ＳＴＥＰ２  服薬や食事制限，通院等，自分の病気に関わる状況を詳しく知る 

ＳＴＥＰ３ 病状を改善したり，小康状態を続けるための方法を，考えたり，調べたりする 

ＳＴＥＰ４ 病気の状態を小康状態で維持したり，改善したりしていく方法の中で，できそうなことを試す 

ＳＴＥＰ５ 病気の状態を小康状態で維持したり，改善したりしながら，社会人として働くことが

できる 

ＳＴＥＰ１ 病気や進行状況について学び，現在の病状と今後の病状について把握する 

ＳＴＥＰ２  服薬や通院等，自分の病気に関わる状況を詳しく知る 

ＳＴＥＰ３ 病気の進行状況の中で，生活の場面ではどのような対処方法が必要かを知る 

ＳＴＥＰ４ 対処方法の中で，優先順位が高いと思われるものを選んで試す 

ＳＴＥＰ５ 病状の進行を踏まえながら，適切対処していく方法を学び，病気と付き合いながら，

充実した生活を送ることができる 

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること 

（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること 

参考資料 １ 健康の保持 
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実態例 感覚の過敏さがあり，大きな音がすると，情緒が不安定になる生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・障がいの特性等のために，内面の葛藤を一人で抱えている生徒 

・学習や対人関係が上手くいかないことを感じている生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，６ コミュニケーション 等 

・視野の障がいがあり，周囲の状況把握を必要とする生徒 

・聴覚障がいがあり，聞こえの状況を理解することを必要とする生徒 

 

 

 

 

 

 

実態例 運動量が極端に少なく，体力が低下している生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・運動量が少なく，結果として肥満になったり，体力低下を招いたりしている生徒 

・不登校の状態が続き，運動量が極端に少なくなったり，食欲不振の状態になったり

している生徒  

他項目との関連例…１ 健康の保持，２ 心理的な安定 等 

・心臓疾患があり，自己管理できるようにすることが重要な生徒 

 

ＳＴＥＰ１ 自分は，どのような音が苦手か，状況や音色，音量等を把握する 

ＳＴＥＰ２  苦手な音を防ぐにはどのような方法があるかを調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ３ 苦手な音を防ぐ方法の中で，効果のありそうなものを試す 

ＳＴＥＰ４ 苦手な音を避けるために必要なコミュニケーションのとり方や対処方法を学ぶ 

ＳＴＥＰ５ 苦手な音が生じる様々な状況に，適切に対応できる 

ＳＴＥＰ１ 運動量について，１日や１週間の記録を付ける等，状況を把握する 

ＳＴＥＰ２  健康管理には，どのような運動が必要か，調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ３ 適度な運動にはどのようなものがあるか，調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ４ 適度な運動の中で，生活の中で取り入れやすいもの等を選び，試す 

ＳＴＥＰ５ 日常生活に適度な運動を取り入れて，自己の健康管理ができる 

（５）健康状態の維持・改善に関すること 

（４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること

参考資料 １ 健康の保持 
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では，やはり，個別指導だけが通級による指導になるのでしょうか。 

 なるほど。指導の内容は，「各教科の内容を取り扱いながら」もできると聞

きました。 

 

そうなんです。生徒毎の個別の指導計画等に通級による指導における指導目

標を明確に定め，十分にその目標が達成できたと校長が判断した場合には単位

の認定が行われます。 

高等学校における通級による指導は，小・中学校とは違って，単位の認定が

あるのですよね？ 

障がいによる学習上又は生活所の困難を改善・克服することを目的とした個

別指導が中心になりますが，障がいの状態に応じて，人との関わり，コミュニ

ケーション指導等，必要に応じてグループ指導を組み合わせる工夫が考えられ

ます。 

通級による指導は，障がいによる学習上または生活上の困難を改善する，又

は克服するということが目的なので，各教科の内容を取り扱うことはあくまで

も付随的な教育方法なんです。例えば，書くことが苦手な生徒がいた場合，漢

字の成り立ちについての学習を行うことは，障がいに応じた「各教科を取り扱

いながら行う」指導になります。 

文部科学省編著（2018），『障害に応じた通級による指導の手引き 解説とＱ＆Ａ』を参考に作成 

高等学校における通級による指導について 

単位認定・指導内容・指導方法 

Q＆A 
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実態例 自分の行動を注意されたときに，反発して興奮を静められなくなる生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・注意や集中を持続し，安定して学習に取り組むことが難しい生徒 

・生活全般において自信を失っている生徒 

他項目との関連例…３ 人間関係の形成，６ コミュニケーション 等 

・ 心理的に緊張しやすく集団に参加することが困難な生徒 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ どんな時に興奮しやすいかについて，記録を付ける等して把握する 

ＳＴＥＰ２  興奮した時に，どのような対処方法があるかを調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ３ 対処方法のうち，取り組んでみたい方法について試す 

ＳＴＥＰ４ それでも興奮が静まらない時の対処方法について考える 

ＳＴＥＰ５ 興奮の静め方や対処方法が分かり，場に応じた適切な対応ができる 

 （１） 情緒の安定に関すること 

（２） 状況の理解と変化への対応に関すること 

（３） 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲 

に関すること 

（１）情緒の安定に関すること 

２ 心理的な安定 

参考資料 ２ 心理的な安定 
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実態例 急な予定の変更等に対応することができず，混乱したり，不安になったりする生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・場所や場面が変化することにより，心理的に圧迫を受けて適切な行動ができなくなる生徒 

・特定の場所や状況等において緊張が高まること等により，家庭等ではほとんど支障

なく会話できるものの，特定の場所や状況では会話ができない生徒 

他項目との関連例 ３ 人間関係の形成，４ 環境の把握 等 

・特定の動作や行動に固執したり，同じ話を繰り返したりする等，活動や場面を切り

換えることが難しい生徒 

 

 

 

 

実態例 字を書くことに時間がかかるため，授業時間内でのノートテイクができない生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・学習の困難さから，学習への意欲や関心が低い生徒 

・進行性の病気があり，将来の自分の病状について認識している生徒 

他項目との関連例…１ 健康の保持，３ 人間関係の形成，６ コミュニケーション 等 

・人とのコミュニケーションに不安感や恐怖感を抱えている生徒 

・人との関わることに消極的になったり，受け身的な態度になったりする生徒 

 

ＳＴＥＰ１ どんな時に混乱したり不安になったりするか，記録を付ける等して把握する 

ＳＴＥＰ２  混乱したり不安になった時に，どのような対処方法があるかを調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ３ 対処方法のうち，取り組んでみたい方法について試す 

ＳＴＥＰ４ それでも混乱が静まらなかったり，不安が収まらなかったりした時の対処方法につい

て考える 

ＳＴＥＰ５ 混乱や不安な気持ちの対処方法が分かり，場に応じた適切な対応ができる 

ＳＴＥＰ１ 字を書くことに時間がかかる状況について把握する 

ＳＴＥＰ２  字を書くことに時間がかかる状況を改善したり，字を書くことについて代替の方法で

対処することについて考えたり，調べたりする 

ＳＴＥＰ３ 対処方法の中で，取り組めそうなものを試す 

ＳＴＥＰ４ 字を書くことに時間がかかる状況で，代替の方法を行う場合に，必要なコミュニケー

ションについて学ぶ 

ＳＴＥＰ５ 字を書くことに時間がかかる状況で適切に対応することができる 

（２）状況の理解と変化への対応に関すること 

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること 

参考資料 ２ 心理的な安定 
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実態例 クラスメイト等で関われる人がおらず，休み時間等も一人で過ごしているため淋しく，そ

のことにより，情緒が不安定になっている生徒 

 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・嬉しい気持ちや悲しい気持ちを伝えにくい生徒 

・他者からの働き掛けに反応が乏しい生徒 

・他者とのかかわりをもとうとするが，その方法が十分に身に付いていない生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，６ コミュニケーション 等 

・他者とのかかわりが消極的・受動的になってしまう生徒 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ 一人で過ごしている時に何をしているか，どんなことを感じているか把握する 

ＳＴＥＰ２  一人で過ごすことの良さと，クラスメイトと関わることの良さ等について考える 

ＳＴＥＰ３ クラスメイトと関わりたいという希望があった場合，クラスメイトと関わるにはどう

すればよいかを考える 

ＳＴＥＰ４ クラスメイトと関わるために，自分ができそうなことについて考える 

ＳＴＥＰ５ クラスメイトと関わるために，自分から行動を起こす 

 （１） 他者とのかかわりの基礎に関すること 
（２） 他者の意図や感情の理解に関すること  
（３） 自己の理解と行動の調整に関すること  
（４） 集団への参加の基礎に関すること  

３ 人間関係の形成 

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること 

参考資料 ３ 人間関係の形成 
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実態例 言葉を字義通りに受け止めてしまい，相手の真意の読み取りを間違うことがある生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・相手の表情を視覚的に捉えることが難しい生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，４ 環境の把握，６ コミュニケーション 等 

・他者とのかかわりが消極的・受動的になってしまう生徒 

 

 

 

 

実態例 持ち物の管理ができず，忘れ物を繰り返す生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・衝動の抑制が難しい生徒 

・自分に対する自信が持てず，行動することをためらいがちになることがある生徒 

・経験が乏しいことから自分の能力を十分理解できていない生徒 

他項目との関連例…（２）他者の意図や感情の理解，４ 環境の把握 等 

・自分の長所や短所に関心が向きにくい等，自己理解が困難な生徒 

・他者の意図や感情の理解が十分でない生徒 

・特定の音や光などにより混乱し，行動の調整が難しい生徒 

 

 

ＳＴＥＰ１ いろいろな言葉とその背景にある意味について学ぶ 

ＳＴＥＰ２  バーバル・コミュニケーションとノン・バーバル・コミュニケーションについて学ぶ 

ＳＴＥＰ３ ロールプレイを通じて，バーバル・コミュニケーションとノン・バーバル・コミュニ

ケーションについて理解を深める 

ＳＴＥＰ４ 具体的なケースで，言葉とその背景にある感情や思いについて考える 

ＳＴＥＰ５ 他者の意図や感情を考えながら，言葉を理解することができる 

ＳＴＥＰ１ 持ち物の管理や忘れ物の状況について把握する 

ＳＴＥＰ２  忘れ物をする時，しない時はどんな時かを考える 

ＳＴＥＰ３ 忘れ物をしにくい方法について考えたり調べたりする 

ＳＴＥＰ４ 忘れ物をしにくい方法の中で，自分ができそうなものについて試す 

ＳＴＥＰ５ 忘れ物をしにくい方法について習慣化することができ，忘れ物の頻度が減る 

（２）他者の意図や感情の理解に関すること 

（３）自己の理解と行動の調整に関すること 

参考資料 ３ 人間関係の形成 
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実態例 授業中に，授業に無関係なことについて，不規則な発言をする等，場を乱す言動が見られ

る生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・言葉の意味理解の不足や間違いなどから，友達との会話の背景や経過を類推することが

難しく，そのために集団に積極的に参加できない生徒 

・ゲームのルールなどが捉えにくく，集団の中に入っていけない生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，６ コミュニケーション 等 

・説明を聞き漏らしたり，最後まで聞かずに行動し始めたりするためにルール等を十

分に理解しないで，行動する場合がある生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ 授業を受ける際のルールについて確認する 

ＳＴＥＰ２  授業中の自分の言動や状況について把握し，それによる周囲への影響を考える 

ＳＴＥＰ３ 自分が心がけたいと思う授業時の姿勢について考える 

ＳＴＥＰ４ 自分が心がけたいと思う授業時の姿勢について試す 

ＳＴＥＰ５ 自分が心がけたいと思う授業時の姿勢について習慣化することができ，授業への姿勢

が改善する 

（４）集団への参加の基礎に関すること 

参考資料 ３ 人間関係の形成 
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実態例 自分の「聞こえ」の状況について理解が不足しており，連絡事項の聞き漏らし等がある生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・自分の体位や動きを把握し，調整することに困難さが見られる生徒 

・運動・動作に伴う筋の収縮・伸張，関節の屈折・伸展等に制限や偏りがある生徒 

・補聴器等の装用により，保有する聴力を十分に活用していくことが必要な生徒 

 

ＳＴＥＰ１ 耳のしくみや聴力に関する基礎知識について調べる 

ＳＴＥＰ２  聴力や「聞こえ」に関する自分の状況について調べたり理解したりする 

ＳＴＥＰ３ 「聞こえにくい」状況について，どのように対処すればよいか考えたり，調べたりする 

ＳＴＥＰ４ 「聞こえにくい」状況を回避したり，改善したりする方法の中で，取り組めるものに

ついて試す 

ＳＴＥＰ５ 「聞こえにくい」状況に対して，適切に対処できる 

（１）保有する感覚の活用に関すること 

 （１） 保有する感覚の活用に関すること 
（２） 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること  
（３） 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること  
（４） 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況

に応じた行動に関すること  
（５） 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること  
 

４ 環境の把握 

参考資料 ４ 環境の把握 
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実態例 「め」と「ぬ」，「ｍ」と「ｎ」等を読み間違える等の状況が見られる生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・注目すべき箇所が分からない，注意持続時間が短い，注目する対象が変動しやすい等か

ら，学習等に支障をきたしている生徒 

・文節を把握することができない生徒 

・聴覚の過敏さのため特定の音に，また，触覚の過敏さのため身体接触や衣服の材質

に強く不快感を抱く生徒 
・障がいの特性により，屋外だけでなく屋内においても蛍光灯などにまぶしさを強く

感じる生徒 

 

 

 

 

実態例 聴覚に過敏さが見られ，特定の音を嫌がる生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・聴覚過敏のため，必要な音を聞き分けようとしても，周囲の音が重なり，聞き分け

づらい生徒 

・小さな文字など細かなものや遠くのものを読み取ることが難しい生徒 

 

 

ＳＴＥＰ１ いろいろな教科の教科書を見て，音読や黙読をしてみる 

ＳＴＥＰ２  自分が読み間違えやすい字やその傾向について詳しく整理する 

ＳＴＥＰ３ 読み間違えやすいのはなぜかを考えたり，調べたりする 

ＳＴＥＰ４ 読み間違えやすい字について，その改善方法について，調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ５ 読み間違えしやすい字について，改善方法を試す 

ＳＴＥＰ１ 自分が感じる快の音と不快な音について把握する 

ＳＴＥＰ２  不快な音を聞いた時に，どんな感じになるか把握する 

ＳＴＥＰ３ 不快な音を避けるために必要なことや道具について，調べたり，考えたりする 

ＳＴＥＰ４ 不快な音を避けるために必要なことや道具の中から，取り組めそうなことを試す 

ＳＴＥＰ５ 不快な音について，適切に対処できる 

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 

参考資料 ４ 環境の把握 
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この区分で

取り上げる

他の実態例 

・目と手の協応動作が難しく，意図している文字がうまく書けない生徒 

・ものや人にぶつかったり，簡単な動作をまねすることが難しかったりする生徒  

・補聴器等を通して得られた情報だけでは，周囲の状況やその変化を十分に把握する

ことが困難な生徒 

 

 

実態例 過度に集中してしまい，活動の終了時間になっても活動を終えることができない生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・「もう少し」「そのくらい」「大丈夫」など，意味内容に幅のある抽象的な表現を理解す

ることが困難な場合があるため，指示の内容を具体的に理解することが難しい生徒 

・身体の動きの制限により，上下，前後，左右，遠近等の概念の形成が十分に図られ

ず，空間における自分と対象の位置関係を理解することが困難な生徒 

・活動に過度に集中してしまい，終了時刻になっても活動を終えることができない生

徒  

・左右の概念を理解することが困難な場合があるため，左右の概念を含んだ指示や説

明を理解することがうまくできない生徒 

実態例 書こうとしている字を，考えている大きさに書くことができず，スペースに納まらない生徒 

ＳＴＥＰ１ どのような時に書こうとしている字が書けないか，字の大きさや筆記具や紙の種類等から

把握する 

ＳＴＥＰ２  どのような時に書こうとしている字が書けないか，自分の状況や環境等を把握する 

ＳＴＥＰ３ 自分の書こうとしている字を書くために必要な練習方法等を学ぶ 

ＳＴＥＰ４ 練習方法の中で，できそうなものについて試す 

ＳＴＥＰ５ 書こうとしている字を書ける頻度が増える 

ＳＴＥＰ１ 過度に集中する場や状況，活動について把握する 

ＳＴＥＰ２  過度に集中することのメリット・デメリットを考える 

ＳＴＥＰ３ スケジュールを守らなければならない時の過度の集中を避ける方法について調べた

り，考えたりする 

ＳＴＥＰ４ 過度の集中を避ける方法について試す 

ＳＴＥＰ５ 過度に集中することを，コントロールできるようになる 

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動

に関すること  

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

参考資料 ４ 環境の把握 
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実態例 授業等の際に，着座した状態で姿勢を保持し続けることが難しく，机に突っ伏す等の状況

が見られる生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・視覚障がい等により，目で見て，身体の動きを模倣することを通して，基本的な運動・

動作を習得することが困難な生徒 

・筋萎縮等の進行性の病気があり，関節拘縮や変形予防のための筋力の維持を図る適

度な運動が必要な生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，４ 環境の把握 等 

・身体を常に動かしている傾向がある場合に，自分でも気付かない間に座位や立位が

大きく崩れ，活動を継続できなくなってしまう生徒 

 

ＳＴＥＰ１ 授業における姿勢のルールを確認する 

ＳＴＥＰ２  授業における自分の姿勢の状況について把握する 

ＳＴＥＰ３ 授業中に姿勢を保持し続けるにはどうすればよいかを考えたり，調べたりする 

ＳＴＥＰ４ どうすればよいかを考えた中で，自分ができそうなものについて試す 

ＳＴＥＰ５ 姿勢保持のできる時間が伸びる 

 （１） 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること  
（２） 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること 
（３） 日常生活に必要な基本動作に関すること  
（４） 身体の移動能力に関すること  
（５） 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること

５ 身体の動き 

参考資料 ５ 身体の動き 



38 
  

 

 

実態例 病状の安定のために，車いすを利用する必要があるが，車いすの取り扱い等について，理

解が不足している生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・運動・動作の状態に応じて，いろいろな補助的手段を活用する必要のある生徒 

・補助用具：座位安定のためのいす，作業能率向上のための机，移動のための杖，歩

行器，車いす及び白杖等 

 

 

 

 

実態例 筆圧が強すぎたり，書いた字が行や枠からはみ出してしまう生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・運動・動作が極めて困難で，基本動作をほとんど援助に頼っている生徒 

・鉛筆の持ち方がぎこちなく過度に力が入りすぎてしまう生徒 

・筆圧が強すぎて行や枠からはみ出してしまう生徒 

・手や指先を用いる細かい動きのコントロールが苦手な生徒 

・目と手，右手と左手等を協応させながら動かす運動が苦手な生徒 

 

ＳＴＥＰ１ 病気の状態について把握する 

ＳＴＥＰ２  自分の活動を考えた時に，病状から考えて車いすが必要な場面について整理する 

ＳＴＥＰ３ 車いすの部分の名称や取り扱い方の基礎知識を学ぶ 

ＳＴＥＰ４ 車いすで教室や校内を動き，気を付ける場所や注意すべき点について把握する 

ＳＴＥＰ５ 校内において，適切に車いすを利用できる 

ＳＴＥＰ１ 自分の鉛筆の持ち方や，書字の状況について把握する 

ＳＴＥＰ２  正しい鉛筆の持ち方や筆圧について調べる 

ＳＴＥＰ３ 正しい鉛筆の持ち方や筆圧を改善するための方法について調べたり，学んだりする 

ＳＴＥＰ４ 正しい鉛筆の持ち方や筆圧を改善するための方法の中で，取り組んでみたいものにつ

いて試す 

ＳＴＥＰ５ 正しい鉛筆の持ち方や筆圧を意識して改善できるようになる 

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること  

（２）姿勢の保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること  

参考資料 ５ 身体の動き 
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実態例 電車やバスに一人で乗ったことがないため，乗り方が分からず，利用に不安がある生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・心臓の病気があり，心臓に負担がかかることから歩行による移動が制限される生徒 

・筋力が弱く，歩行に必要な緊張が得られない生徒 

・学校外での移動や，交通機関の利用の際に，一人での移動が困難な生徒 

 

 

 

実態例 ほうきやちりとりの使い方がぎこちなく，細かなゴミをとることができない生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・注意の持続の困難さに加えて，目と手の協応動作や指先の細かい動きや体を思った

とおりに動かすこと等が上手くいかない生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，３ 人間関係の形成 等 

・自分のやり方にこだわりがあったり，手足を協調させてスムーズに動かしたりする

ことが難しい生徒 

 

 

 

ＳＴＥＰ１ これまでの，誰かと一緒に電車やバスに乗った経験について整理する 

ＳＴＥＰ２  電車やバスに一人で乗れるようになると，どんな良い点があるかを考える 

ＳＴＥＰ３ 電車とバスの乗り方をそれぞれ調べ，違いや共通点を把握する 

ＳＴＥＰ４ 電車やバスを利用して行ける場所で，行きたい場所について考え調べる 

ＳＴＥＰ５ 電車やバスに一人で乗って，行きたい場所に行ってみる 

ＳＴＥＰ１ 学校や家庭におけるさまざまな掃除の方法について整理して把握する 

ＳＴＥＰ２  ほうきとちりとりを使う時の自分の動作について把握する 

ＳＴＥＰ３ 正しいほうきとちりとりの使い方を考えたり，調べたりする 

ＳＴＥＰ４ 比較的大きなごみ→小さなごみで，正しい使い方について確認する 

ＳＴＥＰ５ 実際の掃除の場面で，ほうきとちりとりを適切に使える 

（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること

（４）身体の移動能力に関すること  

参考資料 ５ 身体の動き 
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通級による指導を受けている児童生徒の指導要録には，どのような内容を記

述すればよいのでしょうか。 

 なるほど。記載内容は，相談できるんですか？ 

生徒が，通級による指導を受けたことによる，障がいによる学習上・生活上

の困難の改善・克服に向けた成果を，進学先や就職先に引き継ぐことはとても

重要です。個別の教育支援計画や個別の指導計画を引き継ぐことになります。

なお，事前に保護者や本人の同意を得るなど，個人情報の取り扱いには十分留

意する必要があります。 

指導要録の様式１の裏面の「各教科・科目等の修得単位数の記録」の総合的

な学習の時間の次に，自立活動の欄を設けて修得単位数の計を記載するととも

に，様式２（指導に関する記録）の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」

の欄に，通級による指導の授業時数及び指導期間，指導内容や結果を記載する

ことになります。 

指導要録への記載に当たっては，通級による指導の担当教員と通常の学級担

任，特別支援教育コーディネーター，校長等の関係者が定期的に情報を交換し

た上で，記載内容を検討することが求められています。 

教先生，これからいろいろと相談していきましょう！ 

分かりました！進路先への引き継ぎはどうなりますか？ 

文部科学省編著（2018），『障害に応じた通級による指導の手引き 解説とＱ＆Ａ』を参考に作成 

高等学校における通級による指導について 

評価・進路先への引き継ぎ 

Q＆A 
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実態例 語彙が少ないため，自分の考えや気持ちを的確に言葉にできない生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・自分の気持ちや要求を適切に相手に伝えられない生徒 

・相手の意図が理解できず，コミュニケーションが成立しない生徒 

他項目との関連例…３ 人間関係の形成，５ 身体の動き 等 

・発声や指差し，身振りやしぐさなどをコミュニケーション手段として適切に活用で

きない生徒 

・他の人への関心が乏しく結果として他の人からの働きかけを受け入れることが難し

い生徒 

 

ＳＴＥＰ１ 気持ちの伝え方の適切な方法について考えたり調べたりする 

ＳＴＥＰ２  ノン・バーバル等，コミュニケーションの様々な種類について学ぶ 

ＳＴＥＰ３ ロールプレイを通じて，気持ちの伝え方の練習をする 

ＳＴＥＰ４ 伝えたい気持ちについて，自分が感じたことをより適切に表現できる言葉がないか，言

い換えることのできる表現がないか等，表現の在り方を深めていく 

ＳＴＥＰ５ 気持ちを伝える際に，適切に対応できる 

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

６ コミュニケーション 

参考資料 ６ コミュニケーション 

 （１） コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

（２） 言語の受容と表出に関すること  

（３） 言語の形成と活用に関すること 

（４） コミュニケーション手段の選択と活用に関すること  

（５） 状況に応じたコミュニケーションに関すること  



42 
  

 

 

実態例 思ったことをそのまま口にしてしまい，相手を不快にする生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・音韻意識の未熟さがある等，正しい発音にならない生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，３ 人間関係の形成，４ 環境の把握 等 

・他者の意図を理解したり，自分の考えを相手の正しく伝えたりすることが難しい生徒 

パトリシア・Ｃ・マキサック（2002），『ほんとうのことをいってもいいの？』，ＢＬ出版 

 

 

 

実態例 言葉は知っているものの，その意味を十分に理解せずに活用する生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・語彙が少ないため自分の考えや気持ちを的確に言葉にできない生徒 

・相手の質問に的確に応えられない生徒 

・一面的な理解で，事物・事象や動作と言葉が結び付く生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，３ 人間関係の形成 等 

・言葉の発達に遅れがあり，コミュニケーションを円滑に行うことが難しい生徒 

 

ＳＴＥＰ１ 絵本『ほんとうのことをいっていいの』を読み，感想を話す 

ＳＴＥＰ２  正しいことや本当のことを伝えることで，相手が喜ぶ時と相手が悲しむ時等を考える 

ＳＴＥＰ３ 自他を尊重したアサーティブなコミュニケーションの方法について学ぶ 

ＳＴＥＰ４ ロールプレイで，相手の気持ちを考えながら，自分の考えを話すことを学ぶ 

ＳＴＥＰ５ さまざまな場面で，相手の気持ちを考えながら，自分の考えを話すことができる 

ＳＴＥＰ１ 自分の知っている言葉や知らない言葉について，その傾向を整理する 

ＳＴＥＰ２  いろいろな言葉を知るためにはどのような方法がよいか，考えたり調べたりする 

ＳＴＥＰ３ いろいろな言葉を知るための方法の中で，取り組んでみたいものについて試す 

ＳＴＥＰ４ 知っている言葉を適切に使うにはどうすればよいかを考える 

ＳＴＥＰ５ 語彙が増え，適切に使うことができる 

（２）言語の受容と表出に関すること 

（３）言語の形成と活用に関すること 

参考資料 ６ コミュニケーション 
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実態例 読み書きの困難により，文章の理解や表現に非常に時間のかかる生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・言葉でのコミュニケーションが困難な生徒 

・適切に意思を伝えることが難しい生徒 

・症状が進行して言葉による表出が困難になる生徒 

 

 

 

 

実態例 敬語が使えず，目上の人に対しても，対等な口の利き方をしてしまう生徒 

 

 

 

この区分で

取り上げる

他の実態例 

・場に応じた話題の選択に課題のある生徒 

・部屋の広さや状況に応じた声の大きさの調節・話し方などに課題のある生徒 

・話の内容を記憶して前後関係を比較したり類推したりすることが困難な生徒 

・会話の内容や周囲の状況を読み取ることが難しい生徒 

他項目との関連例…２ 心理的な安定，３ 人間関係の形成 等 

・援助を求めたり，依頼したりすることが難しい生徒 

・必要なことを伝えたり，相談したりすることが難しい生徒 

ＳＴＥＰ１ 読みの困難な状況について，具体的に把握する 

ＳＴＥＰ２  書きの困難な状況について，具体的に把握する 

ＳＴＥＰ３ 読み書きの困難な状況を改善したり，代替できたりする方法があるか，調べたり，考えた

りする 

ＳＴＥＰ４ 改善したり，代替できる方法の中で取り組めそうなものを試したりする 

ＳＴＥＰ５ 読み書きの困難さについて，適切に対応できる 

ＳＴＥＰ１ 自分の言葉遣いの状況について把握する 

ＳＴＥＰ２  アサーション，ノン・バーバル・コミュニケーション等，コミュニケーションの種類に

ついて学ぶ 

ＳＴＥＰ３ 尊敬語・謙譲語・丁寧語の基礎知識について学ぶ 

ＳＴＥＰ４ ロールプレイで，丁寧語を中心に学ぶ 

ＳＴＥＰ５ 目上の人等に，適切な言葉遣いができる 

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

参考資料 ６ コミュニケーション 
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高等学校には，普通科以外にも専門学科や総合学科もあります。 

全日制以外にも，定時制や通信制もありますよね。 

そうした学校で通級による指導を行う場合，各科の特徴を生かした通級に

よる指導という考え方になるのでしょうか。 

 また，注意点等があれば，教えてください。 

小・中学校と高等学校の違いは，高等学校では，単位の修得につながること。

それから，学校によって，教育課程が異なる等の特色ある教育をしている点で

すよね。例えば・・・。 

専門学科の場合，職業人として必要な資質・能力や専門分野ごとに求められる資質・能

力を育む観点から，農業，工業，商業，水産，家庭，情報，福祉，理数，体育，音楽，美

術，英語といった教科や科目が開設されているので，専門学科の特色を踏まえた指導が効

果的と考えられます。例えば，職場で必要とされる課題をイメージさせながら，必要なソ

ーシャルスキルを学ぶ等です。また，専門学科は，必履修の専門教科・科目等が多いこと

から，「替える」ことのできる選択教科・科目が少ない点に留意します。 

総合学科は，普通教育及び専門教育の選択履修を主として総合的に実施する学科とし

て，一層の個性化・多様化を推進するため，将来の職業選択を視野に入れた進路への学習

や，生徒の個性を生かした主体的な学習を通して，成就感を体験させる学習をしています。

例えば，実践的・体験的な学習を通じて，自己の抱える課題について理解を深め，それを

改善・克服するための意欲を育てる指導等が効果的と考えられます。なお，総合学科にお

いては，必履修教科・科目のほか，「産業社会と人間」についても「替える」ことのでき

ないことにも留意します。 

定時制は，夜間その他特別の時間等において授業を行う課程で，修業年限は３年以上です。

取り扱いは，全日制と基本的に同様ですが，「加え」て実施する場合においては，対象となる生

徒の授業以外の時間や都合等を勘案して，適切な時間帯に設定する必要があります。 

通信制は，通信による教育を行う課程で，修業年限は３年以上です。添削指導の回数や

面接指導の単位時間数については，学習指導要領に基づき実施しますが，その際，面接指

導において，きめ細かな指導を行うことが重要になります。 

文部科学省編著（2018），『障害に応じた通級による指導の手引き 解説とＱ＆Ａ』を参考に作成 

高等学校における通級による指導について 

  専門学科等における指導内容 

Q＆A 
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 キャリア発達を支援する自立活動は，通常の教育課程におけるキャリア教育を踏まえて実施されるもので

す。キャリア教育は，学校の教育活動全体を通じて行われるため，その方向性や体制については，明確にし

ておくことが必要になります。そこで，キャリア教育に関わる参考資料を掲載します。 

 

 

 

 
岩手県教育委員会（2010），『いわてキャリア教育の手引き』 

キャリア教育の流れ図 

キャリア教育に関わる参考資料 
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キャリア教育全体計画 様式例 
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岩手県教育委員会（2010），『いわてキャリア教育の手引き』 
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県内５高等学校のキャリア教育年間計画の内容を元に，キャリア教育年間計画（３学年）モデルを作

成し，それと内容と対応した「キャリアデザイン」の年間計画を作成した。また内容には，高校生の就

職スケジュールや，各種調査から参考にした卒業生が在学時代に指導して欲しかったこと等のニーズを

取り入れている。 

 

本研究におけるキャリア教育年間計画（３学年）と 

「キャリアデザイン」の授業内容の関連 
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本研究における 

「キャリアデザイン」のシラバス（例） 
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ありがとうございます。参加してみます。 

新任の通級による指導の担当教員の専門性，指導力を高めるための研修の内容

としては，次のような事柄が挙げられます。 

・ 通級による指導や自立活動の趣旨，目的及び概要 

・ 通級による指導の対象となる障害の種別に関する専門的な知識・技能 

・ 通級による指導に係わる特別の教育課程の編成 

・ 個別の指導計画の作成の手順，個に応じた指導の方法 

・ 個別の教育支援計画の作成の手順 

・ 指導の評価 等 

例えば，独立行政法人教職員支援機構の校内研修シリーズの配信動画は，お

薦めです。http://www.nits.go.jp/training/をチェックしてみてください！ 

高等学校における通級による指導の担当教員は，高等学校教員免許状が必要にな

ります。通級による指導のための特定の教科の免許状は必要ないのですよ。 

ただし，特別支援教育の知識を有し，専門性や経験を有する教師であることが必

要とされています。 

 専門性や経験ですか・・・。なかなか大変そうですね。 

通級による指導は，これまでの高等学校における教育とは，いろいろと異

なる面があることが分かりました。詳しく教えていただき，ありがとうござ

います。私も通級による指導を，いつかは担当してみたいです。 

 どうすれば担当になれるのですか？ 

文部科学省編著（2018），『障害に応じた通級による指導の手引き 解説とＱ＆Ａ』を参考に作成 

また，担当教員に対し，専門的な知識や経験を有する特別支援学校の教員が指

導・助言をすることは，通級による指導の対象である生徒に必要な指導を行うと

いう観点，また，特別支援学校のセンター的な役割を果たすという観点から推奨

されています。 

今年度も，校内研修会で特別支援学校の先生に講義をお願いしているものがあ

るので，その時にはぜひ参加してくださいね。 

高等学校における通級による指導について 

指導担当教員 

Q＆A 
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         そうくん                     はなねさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教先生，こちらこそありがとうございました。クラス担任の先生が，

そのような見守りをしてくださると，大変心強いです。 

 これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 別編「ワークシート編」にそうくん・

はなねさんが登場します 

 育子先生，いろいろと教えていただき，ありがとうございました。二

人の様子をクラスで見守りながら，二人が普段の生活や「キャリアデザ

イン」で学んだことを生かして，就職や自立に向かっていけるよう支援

していきたいと思います。 
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